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商品化検討�
課題決定�
2000年4月�

商品開発研究会の参加企業とともに課題を
検討。応募条件、素材などの詳細を決定する。�

応募要項発送�
PRポスター作成�

2000年5～7月�
全体のスケジュール調整を行った後、応募
要項を作成し、過去実施コンペの応募者、県
内外のメーカーデザイン部、美術系大学･専
修学校などに発送。PRポスターを作成し、
デザイン専門誌での広告掲載を開始。ホー
ムページでも告知。�
�

応募登録�
2000年9月8日締め切り�

応募者の登録を確認後、エントリー番号を通知。
212点がエントリー。�

作品搬入�
2000年10月2～10日�

搬入される作品を開封、分別。最終応募作
品115点を審査会に備え、展示会場に陳列
する。�
�

�第二次商品化�
検討会（最終審査）�

2000年11月14日�
「デザインウエーブ2000in富山」の開催初日、
富山国際会議場において公開審査を実施。
まず、展示入選作品から投票で12点を選出。
そのなかから各審査員が5作品を選び、最
終検討の後、5点を「とやまデザイン賞」に
決定。引き続き表彰式と交流会を開催。�

作品の�
公開展示�

2000年11月14～24日�
入選以上の作品51点を富山国際会議場で
展示。来場者は633人。�
�

商品化�
検討期間�

2000年12月～2001年3月�
デザインセンター、応募デザイナー、県内企
業との商品化検討。モックアップの検討、生
産コストの算出、価格設定、流通経路の開拓
など。�
�

商品化の�
決定�
2001年春�

富山ブランドプロダクトを商品化。全国、世
界に向けて発信。�
�

報告書の�
発行�

2001年3月�
コンペをはじめ、デザインウエーブで実施し
たイベントの報告書を制作、発送。�
�

第一次商品化�
検討会�

2000年10月17日・18日�
黒崎氏、佐藤氏、清水氏、黒木所長、桐山デザ
インディレクターの5名が応募作品を審査。
投票により得票数の多いものから入選を決定。
1票のみの作品に関しては再度議論し、51
点の入選を決定。�
�

SCHEDULE
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新しいモノづくりに向けて富山から発信された「富山プロダ

クトデザインコンペティション」は、今年度7回目を迎えた。

商品化を前提とし、地場産業の振興とデザイナーの支援を目

的としたこのコンペでは、デザインの美しさや機能性だけで

なく、地場の技術を使った製法や価格、市場の開拓、流通シス

テムなど様々な視点から審査される。�

過去6回の開催によってこのコンペは、「全国のデザイナーか

ら作品を募り、賞を授与するコンペにとどまらない、商品化の

ためのコンペ」として位置づけられ、高い関心を集めるように

なった。しかし一方で、課題や審査基準の設定、開発コスト、販

路など様々な問題が明らかになり、商品化コンペの難しさを

認識した。�

当デザインセンターでは、こうした実績と経験、改善点をふまえ、

平成11年度から県内企業で組織する「商品開発研究会」を発

足し、商品開発や流通のしくみを学ぶセミナーや研究会、企業

視察を定期的に開催。また、施設内に整備されたモックアップ

工房を活用した試作品制作などもスタートさせた。このよう

なソフト･ハード両面の強化のもと、今年度のコンペは、課題の

選定から商品化検討、流通経路の開拓、販売促進にいたる全工

程をバックアップする体制で開催。そして11月、審査会を終えた。�

応募作品は、入賞した5点をはじめ、入選作品についても商品

化の可能性を再検討し、デザイナーと地場企業とが一体とな

った「富山ブランド」の創出に向けて、より深く、具体的な取

り組みを進めていくことになっている。�

家庭で使われる用品の開発で、�
複数アイテムとしてバリエーション展開が�
可能なアルミ製品�
��

●玄関用品（玄関ミラー、靴箱、コートハンガー、小物入れ、傘立てなど）�

●トイレ用品（ペーパーホルダー、清掃器具、収納家具、衛生箱など）�

●洗面用品（洗面ミラー、整理小物箱、簡易椅子など）�

●洗濯用品（洗濯箱、各種洗剤収納ケースなど）�

●風呂用品（整理棚、フック、ミラーなど）�

●キッチン用品（面材、整理棚など）�

●書斎用品（スタンド、ブックエンドなど）�

●テラス用品（洗濯物干し、ガーデニング用品など）�

●リビング雑貨（ゴミ箱、簡易テーブル、飾り棚など）�

●その他�

��

○条件：暮らしを重視した機能性、デザイン性、今日性を加味した飽きのこないもの。�

○素材：主マテリアルとしてアルミニウムを活用したもの。�

　　　 その他の素材を部分として使うことは可能。�

�

商品化検討課題�
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「富山」という生産調達の場を�
もっと研究してほしい��
私がこのコンペに興味をもっているのは、入賞デザインが、どのように実際

の商品として市場に出ていくか、商品化に際しどのような商品展開をして育

っていくかという点です。今後もこのコンペに参加するデザイナーの方々に

考えて頂きたいのは、もっと積極的に商品化計画を前提にデザイン計画をた

てていただきたいということです。�

今回のテーマは「アルミ」でした。富山は日本におけるアルミ製品の生産調

達の重要な地場の一つです。コンペを通しアルミ製品製造現場とデザイン

のブリッジングができる大きなチャンスが与えられているということです。で

すから富山のアルミ産業についてちゃんと研究、調査することが、コンペに

参加するデザイナーにとって重要な意味を含んでいることに気づいて欲しい。

例えば、富山のアルミ製造業では、小ロット生産から大ロット生産まで可能です。

製造技法、技術もすべてそろっています。�

コンペに出されたもののなかには実際の生産プロセス、生産技術が見えて

こないものなど、基本的な製造上の問題、疑問を抱いてしまうものが見られ

ました。形だけ考えるのではなく、この富山という生産調達の場をもっとよく

研究し、活用するつもりで参加すると、このコンペが実に魅力的であるという

事に気づくと思います。�

展開やストーリーが見える作品が�
もう少しほしかった��
商品には機能、用途、そして使い方があります。今回のコンペで出品されて

いたものには用途がわかり、必要性が見えているものが多く出品されている

ように思いました。�

しかし、無理にデザインしたもの、無理にアルミを使ってしまったものは落選し、

最終的には毎日の暮らしを楽しくしてくれるもの、その光景が見えるものが

残りました。製造方法まで理解した上で出品していることが判る作品は評価

が高かったです。�

誰でもみんなが欲しいもの、安くてたくさん売れるもの、高いけど使ってみ

たいもの、一部の人だけが欲しいと思うもの。選び方はたくさんありますが、

そういう展開のバリエーションやストーリーが見える作品がもう少し多けれ

ばよかったと思います。�

今後はピックアップされた作品をさらに、もみあげていくことが大切。商品化

を実現させるには、デザイナーとメーカーがもっともっともみ合って、機能や

仕上げ方、見え方など何回も、何十回ももんでいくことが大切です。�

審査講評�
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どう作り、どう売るか。そこまで�
提案できると説得力がでるはず��
デザインの良し悪しや、商品化の可能性を考えることとともに、100万個売

るのか、100個売るのかを考える必要があります。そのもののもっていきか

たが大切。たとえ100個しか売れなくても儲かる方法があるからです。�

ものは漠然と商品化できるわけでなく、どういう意図で、どういうロットで作り、

どういう価格帯で売り、どういう宣伝をするかといった、あらゆるファクター

を積み重ねた上でデザインが成り立つ時代。だからやはり我々のような流通

に関わっている人間がプロデューサーとして入って開発していくことが必要

だと思います。�

たくさんの出品作品の中からもう一歩先に出るには、ちょっとしたアイディア

をいかに膨らませられるか。どんなメーカーと組むか、どんなふうに売ってい

くかという提案ができると、もっと説得力のあるものになったと思います。�

私はこのコンペを「売れる、売れない」とはちょっと違う価値観で見ていました。

売れるか売れないかを判断するのは、結局はマーケットです。だから私とし

ては、もう少し楽しいもの、ワクワクするものに注目していました。そしてそ

ういう楽しいものに対してマーケットを惹きつけるために仕掛けをつくるの

が私の仕事です。例えば今までアートと商業主義は対立していましたが、対

立するのではなく、互換性をもって共存できるような方法。その方法を模索

するのが、今、本当の意味での知恵だと思います。�

現在もいろんな試みをしていますが、今後、富山も巻き込んで東京、海外の

デザインとリンクさせていきたいと思っています。�

Teruo Kurosaki

黒崎輝男　（株）IDEE代表取締役�
1949年生まれ。早稲田大学理工学部応用物理学科卒業。ヨ
ーロッパよりアンティーク家具輸入後、'82年イデーを設立。「イ
デー・ショップ」「イデー・ワークショップ」「イデー･ワークステ
ーション」を都内に展開。�

商品化に向けた、より個別で�
深い取り組みが必要である��
このデザインセンターに通うようになって随分経ちました。ここにきてすぐデ

ザインコンペを立ち上げ、実施しました。デザインは当然、産業振興が目的で

すから、コンペによって産業を生み出すこと、そして全国のデザイナーをバッ

クアップすること、この2点が目標でした。しかし実際は思ったより難しかった。

このままでは駄目なのかと反省しました。�

一方、2年前からこのコンペとは別に「商品開発研究会」をスタートさせました。�

県内の企業が集まって様々な方法で商品開発を模索しています。これもな

かなかスムーズにはいかないのですが、研究会に参加しているある小さな

会社とポリカーボネイト製のシースルー盾を開発しました。グリップの位置

や強度などを検証しながら何度も作り替え、商品化しました。これがつい最近、

警察庁が来年度のワールドカップのフーリガン対策に採用することが決まり、

1万枚、計3億円の発注が決まりそうです。�

こうした経緯を考えると、商品開発には「より個別で、より深い」実践が必要

だと実感しました。そういう意味では今までのコンペは努力が足りなかった

のだと思います。ですから今後はコンペ自体の形態を改善し、もっと現実的に、

具体的に考えていく必要があります。コンペは決してゴールではありません。

私はこの後、必死になって１つでも多くのサクセスストーリーを作り出したい

と思っています。ですから今後応募されるデザイナーの方々にも、もっともっ

と具体的に、現実的に考えていただきたいと思います。�

Yasuo Kuroki

黒木靖夫　富山県総合デザインセンター所長�

1932年宮崎県生まれ。'57年千葉大学工学部工業意匠学科
卒業。'90年ソニー企業株式会社代表取締役社長。'93年依願
退職。黒木靖夫事務所設立。富山インダストリアルデザインセ
ンター所長。'99年富山県総合デザインセンター所長。�

Kozo Sato

佐藤康三　デザインディレクター�
1951年東京生まれ。'76年ミラノデザイン工科大学インダス
トリアルデザイン科卒業。'83年㈱コーゾーデザインスタジオ
設立。'92年KOZO PROJECTがニューヨーク、クーパーヒュ
ーイット美術館パーマネントコレクションに選定。� Fumio Shimizu

清水文夫　デザインプロデューサー�
1950年島根県生まれ。建築家。'75年芝浦工業大学建築工
学科卒業後、Architectural Association School of 
Architecture in London卒業。'84年ミラノ工科大学建築
学科にて建築を学ぶ。'88年㈱清水文夫アーキテクツを設立。�



今年度のコンペでは115点がエントリーされ、平成12年10月18日（水）

に実施された第一次商品化検討会で51点の入選作品が選出。さらに

11月14日（火）に一般公開で最終審査会が行われました。�

最終審査会では、まず5名の審査員の投票により12点が選出され、そ

の後、デザイン性、生産性、商品化の可能性などについて論議が交わされ、

最終的に5点が「とやまデザイン賞」に選ばれました。今後は5点の入賞

作品のほか、入選作品も含めて、商品化に向けた具体的な検討を行って

いく予定です。�

�

とやまデザイン賞�

「ソープディッシュ（石鹸置き）」�
高田晃一（富山県高岡市）�

アルミがもつ素材の美しさを最大限にいか

したソープディッシュ。光沢の美しさを引き出

すため、アールの形やショットのかけ方にこ

だわった。また、水切りの良さ、掃除のしやす

さといった機能性も配慮し、浴室に豊かな空

間を演出する小道具とした。�

�

1973年　富山県高岡市生まれ�
1996年　宝塚造形芸術大学産業�
　　　　　デザイン学科プロダクト�
　　　　　デザイン学部卒�
　　　　　現職　株式会社高田製
　　　　　作所機械部担当�

とやまデザイン賞�

「フック」�
品川佳央（東京都）�
�

ものを掛ける時、また掛けない時も美しいデ

ザインのフック。円筒を2方向から切断した

形状の部品からなる。内側の部品の下部を

押すとフックとなる部品が出てくる様子が分

かれ出た枝のようなので「branch hook」と

名づけた。家の様々な場所での用途が考え

られる。�

多摩美術大学美術学部�
生産デザイン学科プロダクトコース�
3年生�
�
�

とやまデザイン賞�

「荷物運びのためのクリップ」�
土方研太（東京都）�
�

荷物の入ったスーパーの袋は、指に跡がつく

ほど重いもの。このグリッパーはストラップに

手を通して握り、フック部分に袋の取っ手を

掛ける構造。荷物運びの負担が軽減され、握

力の弱い人の補助用具としても役立つ。シン

プルな構造で、アルミ1パーツで生産が可能。�

1967年　埼玉県生まれ�
1985年　高等学校卒業後渡米、�
　　　　　大学在学中プロダクト�
　　　　　デザイン／ファインアー
　　　　　ト専攻�
1991年　帰国（有）ヒジカタクリエ
　　　　　イティブユニット勤務�
1992年　大網株式会社勤務�
1997年　（株）立体印刷社勤務�
（有）ヒジカタクリエイティブユニット
継続在籍�

商品化ノミネート作品�
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○完成度が高く、素材美を生かした作品になっている。�
○このクオリティで必ず作れます、ということが見てとれるプレゼンテーションになっている。素晴らしい。�
○アルミという素材を知り尽くしている。�
○きれいなデザイン。我が家にも欲しい。�

○一般的にフックは味気ないデザインが多いが、これは閉じたときの美しさが提案されている。�
○完成度が高い。�
○インテリアとして目的が明快で実用的。�
○生活が楽しくなるようなデザイン。�
�

○素朴なアイディアから生まれたデザイン。優れた提案。�
○プラスチック製の安いものはあるが、あれはオバサン向け。これならスーツを着た男性でも使える。�
○簡単な構造でいつも持ち歩ける。実用的。�
○100円ショップではない場所でスマートに売るにはどう展開したらいいのか。それを今後考えたい。�
�
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「ドアストッパー」�
橋本知直（栃木県）�
�

「マグネット栓抜き」�
武藤晴彦（兵庫県）�

「テープディスペンサー」�
高橋翼（東京都）�
�
�

「スポンジスタンド」�
布施聡子（千葉県）�
�
�

「ハンガー兼鏡」�
武藤晴彦（兵庫県）�

「ランプシェード」�
田中宏治（千葉県）�
�
�

「カウンターテーブル」�
三原宏樹（佐賀県）�
�
�

「Book Stand」�
浅野芳郎・浅野真木子（東京都）�
�

「金物、ネジ、ボルト、一切なしのアルミ単一材システムラック」�
野口企由（岐阜県）�
�

「小物入れ」�
鈴木秀雄（東京都）�

�

とやまデザイン賞�

「乾いた傘と濡れた傘を一緒に立てられる傘立て」�
浅野泰弘（東京都）�

場所を取らずに様々な形態の傘をすっきりと、

また1本だけでもきれいに立てられる傘立て

を提案。外側に8本、内側にも8本、濡れた傘

と乾いた傘を分別して立てることができる。

アルミ素材の質感を生かし、ダイキャストで

安く、容易に製造できるよう考慮した。�

�

1976年　工学院大学建築学科卒�
1978年　桑沢デザイン研究所　　
　　　　　Package Design科卒�
1979年　株式会社浅野デザイン研
　　　　　究所設立、現在に至る�
1987年　渡伊�
1988年　ミラノのドムスアカデミー
　　　　　修士課程にてマスター取得�
1997年　富山プロダクトデザイン
　　　　　コンペグランプリ受賞�

とやまデザイン賞�

「掃除道具」�
Chieko（東京都）�
�
�

ベランダや玄関などの屋外用清掃具は人目

につかない場所に置きたいものだが、現実は

なかなか難しい。そこでホウキと塵取りを一

体化し、コンパクトに収納。ホウキのブラシ部

分は、塵取りから外した時に出てくるようにした。

アルミの軽量性、防錆性、強度性を生かした。�

1963年　東京生まれ�
1989年　桑沢デザイン研究所リビングデザイン研究科卒業�

第一次審査通過作品�
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○素材感が生かされている。�
○アーティスティックなデザイン。��
○ローテクでも素材の表情が生かされそう。��
○生活の中にこういうものがあったらいい、商品として販売されたら買いたい。�

○完成度が高く、モダンデザインの正統派。��
○アルミ素材が十分に生かされ、美しくまとまっている。�
○ニーズにしっかりと応えている。ゴミも一緒に中にしまえるところがいい。�
○マンションのベランダに置いても様になる。�

商品化ノミネート作品�
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TOYAMA PRODUCT DESIGN COMPETITION 2000

「なげしハンガー」�
中村浩人（滋賀県）�
�
�

「キッチン整理棚」�
伊藤正三（広島県）�
�
�

「灰皿／トレイ」�
小泉倫子（兵庫県）�
�
�

「ペンスタンド」�
長崎大二郎（石川県）�
�
�

「マガジンラック」�
徳田広経（大阪府）�
�
�

「ガーデニング用品」�
有田祐子（東京都）�
�

「ブックスタンド」�
磯部由佳（東京都）�
�
�

「傘立て（Pleasing）」�
大久保宏美（京都府）�
�
�

「組立家具」�
西村智恵子（富山県富山市）�
�
�

「テーブル脚」�
野崎達（愛知県）�
�

「アルミ・インテリアパネル」�
久米克典（大阪府）�
�
�

「つま楊枝立て」�
Eugenic design（岡山県）�
�
�

「ラップフォルダー」�
隅村俊之（大阪府）�
�
�

「シェルフ」�
岡本和子（千葉県）�
�
�

「テーブル／メッセージボード」�
佐藤徹（東京都）�

「キッチン用品」�
中嶋和也・高田清志（富山県砺波市）�
�
�

「テーブル」�
岡本和子（千葉県）�
�
�

「スツール＆シェルフ」�
瀧田聡士（東京都）�
�
�

第一次審査通過作品�
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TOYAMA PRODUCT DESIGN COMPETITION 2000

第一次審査通過作品�

「カップ（自助具食器）」�
星宮祐樹（岩手県）�
�
�

「ワイン飲み頃計（適温計）」�
稲葉奈緒美（東京都）�
�
�

「AL-PET（モジュラー家具）」�
亀原崇司・中尾憲明（東京都）�

「ハンガー」�
菊地明（岩手県）�
�

「ゴミ入れ」�
大友学（東京都）�
�
�

「扇子」�
舛倉竜也（神奈川県）�
�
�

「調味料入れ」�
Eugenic design（岡山県）�
�

「傘立て」�
砂田英明（神奈川県）�
�
�

「マガジンラック」�
岡部伸一（東京都）�
�
�

「ゴミ箱」�
山口薫子（神奈川県）�
�

「4立方センチシリーズ　スティショナリー／キッチン小物」�
平田敬一（東京都）�
�

「ワインラック」�
鈴木敏彦（山形県）�
�

「Book-End」�
趙昌信（東京都）�
�
�

「メモホルダー」�
aeronauts／加藤弘之・平岩博（岡山県）�
�
�

「disc case」�
今田佳司・井川真也（東京都）�
�
�

「アルミトレイ」�
高田晃一（富山県高岡市）�
�
�

「テーブル」�
今道栄治（大阪府）�
�
�

「バターナイフ」�
佐野正（神奈川県）�
�



私のコレクションでは、安心感を味わっていた
だきたいと思っています。私は既存する衣服
から、同じ役割を持った新しいタイプの衣服を
作り出しています。だからコレクションに必ず
登場するもの、例えばジャケットのたぐいは手
掛けません。なぜなら、それらは何年もかけて
完成されてしまっているからです。もし手を入
れるとしても、せいぜい細部を変化させるとか、
生地を試みるくらいしかないでしょう。もちろん、
まだ何年でも屋根裏部屋でショーのためのコ
レクションをデザインし続けることもできますが、
実際に着ることのできる服をデザインし、売る
ことができるようになって初めて、ファッション・
デザイナーとして存在することになると思い
ます。�
�
アジス・ベッカウィ [アジス]�
1969年生まれ。'95年アーネム・アカデミー・
オブ・アーツ卒業。

デザインしすぎないで何かをデザインするこ
とは、とても素晴らしいことだよ。�
�
アリアン・ブレックフェルド�
1968年生まれ。エイントホーフェン・インダ
ストリアルデザイン・アカデミー卒業。

クープル：私たちは新しいものを創造したい、
そして人々にまったく違う見方でファッション
を見て欲しいと思い、最初の頃は文字通りやっ
てみました。私たちはばかげて滑稽なものに
対しては同じように感じますし、仕上げの面で
お互いを補いあうことができます。フランシス
コは大きな表現がうまいし、私は構造や細部
が合うようです。�
ファン・ベンテム：アーネムでは、どうやって履
き心地のよいパンツをデザインするか、そして
完璧な着心地の良いジャケットをどうやってデ
ザインするかを学びました。ですから、今はも
う興味がありません。販売できるコレクション
がなければ、プレタポルテのショーに出品する
ことはできません。自分たちとしては、ここし
ばらくは実験を続けていくつもりです。私たち
の実力はそこにあるのですから。その中から
実際に着ることのできるプレタポルテ用の服
が早く生まれると良いのですが。→�
�

→ミシェル・クープル（左）＆フランシスコ・
ファン・ベンテム（右）�
[クープル／ファン・ベンテム]�
　�
ミシェル・クープル�
1970年生まれ。'93年アーネム・アカデミー・
オブ・アーツ卒業。'99年アーネム・ファッション・
インスティテュート修士を取得。�
フランシスコ・ファン・ベンテム�
1972年生まれ。'95年アーネム・アカデミー・
オブ・アーツ卒業。'99年アーネム・ファッション・
インスティテュート修士を取得。

もし私が白いブラウスに袖を4本つけるとす
れば、2本は腕を通すため、あとの2本は体に
巻き付けるためです。そうすれば優しそうな、
時には愛情豊かな姿を表現できるでしょう。
衣服の当たり前のフォルムに全く異なる表情
を与えるのがとても楽しみです。ちょうど、多
重人格のような異常さを洋服に呼び出すこと
ができるのです。（'98年のイエール、ファッシ
ョン・コンクールグランプリ受賞後）いろいろ
書かれたりするようになったので、私のところ
に電話をしてくださる方々は、私が大きな会
社でも経営しているかのように思われるので
すが、私は作品を未だに自分で縫製し、箱詰めし、
梱包し、切手を貼り、自転車で郵便局へ運んで
います。（パートナーの）アストリッドは、技術
的にとても丁寧で、仕上げの気に入らないも
のがあると綺麗に縫い直したりします。コレク
ションの作品をしっかり見てくれるパートナー
がいることは、本当に気持ち良く働けて助→

→かります。�
�
ニールス・クラバース＆アストリッド・ファン・
エンゲレン�
�
ニールス・クラバース�
1967年生まれ。'95年アムステルダム・ヘリ
ット・リートフェルトアカデミー卒業。'99年ア
ーネム・ファッション・インスティテュート修士
を取得。�
アストリッド・ファン・エンゲレン�
1970年生まれ。'98年アムステルダム・ヘリ
ット・リートフェルトアカデミー卒業。
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理屈に合わないだけさ。�
�
マルタイン・フランセン�
1971年生まれ。1996年エイントホーフェン・
インダストリアルデザイン・アカデミー卒業。

Martijn FransenMartijn Fransen

私は心に刺激を与えるような作品を作りたい
のです。�
�
マタイス・コルペルスフック�
1969年生まれ。1996年エイントホーフェン・
インダストリアルデザイン・アカデミー卒業。

Matijs KorpershoekMatijs Korpershoek

（オランダのファッション）デザインは完全に不
毛でした。衣服に感情が入っていなかったか
らです。10年前「オルソン＆ボディル」を始め
た頃、私はその頃の世界が与えてくれない何
かを作ろうと思いました。それは手仕事によ
るユニークな服でした。私のデザインは変化
していますが、考えは変わっていません。今で
もいろいろ試してみたいし、作品にファンが増
えてくれるのはありがたいことです。でも、世
界を征服するか個人を征服するかは、私にと
ってまったく問題ではありません。特別な作品
で誰かを幸せにすることができればとても満
足です。しかし、ファッション界での大成功も
悪くないと思っています。そのほかには、自分
のショップをパリ、ロンドン、アムステルダムに
持ちたいと思っています。ショップというものは、
お客様のためのコレクションを展示している
場所だけでなく、お客様の関心のあるものを
お見せすることのできる場所でもあるのです。
→�

→アレキサンダー・ヴァン・スロベ [ソー]　�
1959年生まれ。'84年 アーネム・アカデミー・
オブ・アーツ卒業。
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［オランダ人デザイナーの肖像］展�

W
H

O
'S

 W
H

O
?

［オランダ人デザイナーの肖像］展�

14 15

オランダのデザインを一口に言うと、「独創的」。�

それはなぜでしょうか？�

��

オランダ国内に数あるデザイン系のアカデミーにおいては、アーティス

トとしてのコンセプチュアルな考え方に重点を置いた教育が行われて

います。�

また、政府による助成金制度によって、元手のない若いデザイナーや建

築家、アーティストらが十分な創作活動を行えるよう、支援しているとい

う土壌をもっています。このことが、既成概念に囚われないオリジナル

な作品を生み出す源となっています。�

オランダにはもともとプロダクトやファッションを生産する土壌がありま

せん。必然的に彼らの多くは自らの手で製作することを強いられてきた、

という実状も大きな要因と言えるでしょう。製作はプロトタイプまでの

場合もありますが、最終的な製品の段階までをも手掛けているデザイナ

ーもいます。それは工業製品に対するアンチテーゼでもあり、また細部

に至るまで、自らのオリジナル性を最後まで大事にしているというスタ

イルの表われでもあります。�

他の国のデザイナーのように大量生産されるものではありませんが、そ

れゆえ独創性の高い彼らのデザインは、現在世界中から注目を集め、多

くの共感を得るに至っているのです。�

Photo:Maartje Geels,Amsterdam
Copyright:Centraal Museum,Utrecht
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オランダの言い伝えからの引用：「新しいもの
を作り出すことを忘れず、そのための力を得
られるように古いものについてじっくり考えま
しょう」�
�
アウキェ・ペータース�
1971年生まれ。1996年アーネム美術学校
3Dデザイン科卒業。

どこかで見かけたような感じのものは作らず、
作業をするだけさ。�
�
ニールス・ファン・アイク�
1970年生まれ。1997年エイントホーフェン・
インダストリアルデザイン・アカデミー卒業。

デザインするということは、研究し、驚かせる
ということです。�
�
ヤン・メリス�
1966年生まれ。1991年エイントホーフェン・
インダストリアルデザイン・アカデミー卒業。

あまりデザインされていないモノは、デザイン
されすぎたものより僕らを楽しませることが
多いんだ。�
�
ロディ・フラウマンス�
1968生まれ。1993年ユトレヒト・ヘリット・
リートフェルトアカデミー卒業。

私は特に建築に興味があります。どうしたら何
かに形を与えると同時に単純化することがで
きるかというと、大抵の場合抽象的なアイデア
から始まります。色が多すぎると、デザインが
散漫になってしまいます。どんなに小さい部
分でも、なんのために付いているのかをはっ
きりさせたいと思います。すべて必要だから
付いているのであって、ただ面白いから付い
ている訳ではないのです。ミニマム主義が私
に合っているのでしょう。時には溢れるほどの
色使いをしてみたいと思うこともありますが、
できないのです。�
�
サスキア・ファン・ドリメレン �
1968年生まれ。'93年 アーネム・アカデミー・
オブ・ビジュアルアーツ卒業。

？？？�
�
フランク・チェップケマ�
1970年生まれ。1996年エイントホーフェン・
インダストリアルデザイン・アカデミー卒業。

自分で何かを作り出すことは、自立の証なの
です。　�
�
ヒューゴ・ティンメルマンス�
1967年生まれ。1992年エイントホーフェン・
インダストリアルデザイン・アカデミー卒業。

日用品の形状と美しさを認めることは僕の作
品にとって大切なことです。このドリルと僕の
デザインしたドアベルとは、何の関係もないと
思いますか？いいえ、関係があるのです。第一に、
デザイナーが紙の上で仕事をしなければいけ
ないというのは古い考えだと思います。僕の
実際の作品を見たことがあれば分かると思い
ます。例えば、ドアベルとドリルとラッピングや
道路のブロックを同じようにつくるのは無理
ですが、これらの製品には共通点があります。
来客の訪問を知らせるドアベルは、人々のホ
スピタリティーを呼び起こし、一見ヘアドライ
ヤーのように見えるドリルも機械として機能し
ているのです。�
��
ペーター・ファン・デル・ヤフト�
1971年生まれ。1996年アーネム美術学校
卒業。

私たちが作っているのは、立体デザインとファ
ッションのミックスです。一つのテーマとか雰
囲気とかではなく、服のデザインは私たちにと
ってとても重要です。時には使われる材料が、
また時には体の注目される部分が、また時に
はアクセサリーがデザインを左右します。流れ
のままに流されるのが嫌なのです。そうでな
く自立し続け、できる限り自分の位置というも
のを確立しようと思っています。自分の仕事
を楽しめるようにしなくては．．．。去年インター
ネットのウェブサイトを立ち上げることにしま
した。しばらくはニューコレクションをウェブで
紹介していくつもりです。9点の作品から始め
ましたが、新しいデザインを追加し続けていき
ます。何が嬉しいかというと、誰が私たちのウ
ェブを訪れ、またどのように感じてくれるかが
はっきり分かることです。�
�
ゲリット・アウテンボガード＆→�

→ナターシャ・マルテンス�
[ジーアンドエヌ]�
�
ゲリット・アウテンボーガード�
1971年生まれ。'95年マーストリヒト・アカデ
ミー・オブ・アーツ卒業。'99年アーネム・ファ
ッション・インスティチュート卒業。�
ナターシャ・マルテンス�
1973年生まれ。'98年マーストリヒト・ビジュ
アル・アーツ卒業。

「私たちは祖母の使っていた食器やキズの付
いたお皿など、思い出いっぱいのものを使っ
て暮らしています。7ピース1セットで窯に入
れた食器は、高温のために形が崩れ、一つ一
つユニークなものが出来上がります。こうして
手工業の魂をもった工業製品が出来るのです。
これを“いたずらデザイン”と呼んでいます。
私は、純真で偏見を持たない子供のように新
しい技術を見てみたいのです。」�
自分で製作することは、本当の目的ではありま
せん。しかし手仕事的な要素が彼女のデザイ
ンにはたくさん含まれています。そのためも
し部品を外注してしまったら、作品の持つ大切
な要素が失われていく心配があります。それが、
エイントホーフェンにあるデザイン・アカデミ
ーで彼女の率いる新しい『アトリエ』という部
門の出発点となりました。「器用な手と賢い頭
で学生を鍛えましょう」が、ヘラの方針です。
→�
�

→ヘラ・ヨンゲリウス�
1963年生まれ。1993年エイントホーフェン・
インダストリアルデザイン・アカデミー卒業。

自分の作ったものを私たちは吸収します。そ
れが私たちにとっては生き方であり、見解です。
にもかかわらず、服を媒体として私たちは抽
象的な無規律な目的にたどり着こうとしてい
ます。私たちは、もう一段付け足したいと思っ
ています。私たちの作品を着てくださってい
る方々同士の連絡です。もし人々が私たちの
作品を着たら何が起こるか、お互いどう対応す
るか、時がどんな影響を与えるかなど、興味が
あります。ファッションビジネスの一端になら
なくてはいけないといつも言われますが、ファ
ッションはすべてを包括したものだと信じて
います。社会の階級がそれを描写し、私たち
もユニークなクチュール用の作品と大量生産
品とをコレクションで合流させることができる
と思います。�
�
メラニー・ロゼマ＆ヨルン・トゥーニセン→�
�

→メラニー・ロゼマ�
1971年生まれ。'95年アカデミー・オブ・ア
ーツ卒業。'99年アーネム・ファッション・イン
スティテュート修士を取得。�
ヨルン・トゥーニセン�
1974年生まれ。'95年アカデミー・オブ・ア
ーツ卒業。'99年アーネム・ファッション・イン
スティ�テュート修士を取得。

私たちは、華美で、雰囲気のある、排他的なま
でにシックなクチュールが大好きです。理想は、
重厚なオーストリア、ドイツの官能的というか、
ヘルムート・ニュートンの写し出すような女性
の醸し出すものです。（3月のプレタポルテコ
レクションでの）重大な変化は、私たちが何の
説明もする必要がないということです。アイデ
アを詰め込みすぎないようにしたからです。
このコレクションにはクチュール精神が生きて
いると、何冊ものファッション誌が書いてくれ
ました。背広姿のビジネスマンが私たちがこ
こに居ることに突然気づき、ミラノやパリのシ
ョールームも興味を示してくれています。お
かしなものですね。突然モノの見方が変わっ
てしまうのですから。多くの有名な名前に混ざ
って「ヴィジョネア」誌に私たちの名前が載る
のですから。�
�
オスカー・ラーイマーカース（右）＆スレイマン・
デミル（左）[オスカー／スレイマン]→�

�
→オスカー・ラーイマーカース�
1972年生まれ。'96年アーネム・ アカデミー・
オブ・アーツ卒業。'99年 アーネム・ファッション・
インスティテュート修士を取得。�
スレイマン・デミル�
1972年生まれ。'96年アーネム・ アカデミー・
オブ・アーツ卒業。'99年 アーネム・ファッション・
インスティテュート修士を取得。

「デザイナーとは工業製品のプロセスにおけ
る良心なのです。」�
ハイス・バッカーはレニー・ラーマカースと共に、
ドローグデザインの主力となり、60年代から
デザイナー、宝飾デザイナー、そしてまた教師
として活躍しています。彼のプロダクトデザイ
ンは、単純で洞察力に富んでいることを大切
な要素としています。そして、デザイナーは製
作者から独立した立場でなくてはならず、デザ
インは個々の独創性とコンセプトが基本でな
くてはならないという信念を持っています。こ
の考えを彼は自分の仕事に反映させているだ
けではありません。アーネムのアカデミーの、
その後はエイントホーフェンのデザイン・アカ
デミーの教師として、デザイナーたちを国際
舞台に登場させようとする企ては、この活動
の当然の流れであり、ドローグデザイン財団の
発足につながりました。→�
�

→ハイス・バッカー�
1942年生まれ。ヘリット・リートフェルト・ア
カデミー、コンストファック（スウェーデン）卒業。
1993年、レニー・ラーマカース氏と共にドロ
ーグデザインを設立。“Droog (=Dry)”をコ
ンセプトにオランダデザインをコレクション、
展覧会などで世界に向けて発表している。また、
企業とデザイナーとのコラボレーションも行う。

フェルトは基本的なものです。水とウールを揉
み合わせる、それだけのことです。自分のフェ
ルトが初めて出来上がった時、これは絶対に1
等席に展示されなくてはいけないと思いました。
1996年に気に入られることを確信して、ジョン・
ガリアーノに布地を見せに行きました。彼は冬
のコレクション用にと、とても気に入ってくれま
した。私のこの布地は誰もが目を見張るもので、
着ている人が自慢そうに見せびらかして歩い
ているのに気が付きました。私はファッション
デザイナーの教育も受けているのです。新し
い布地を作るたびに一番引き立って見える服
が良く分かります。だから今は自分のコレクシ
ョンに力を入れていて、特別なプロジェクトの
時だけしか他のデザイナーと一緒に働くこと
はありません。アレキサンダー・ヴァン・スロベ
による「SO」の2000／2001冬コレクショ
ンは手芸風のもので、面白いプロジェクトなの
でフェルトを提供しました。→�

→クラウディ・ヨングストラ �
1963年生まれ。'91年ユトレヒト・アーネム・
アカデミー・オブ・アーツ卒業。
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